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事業名：仙台市学習・生活サポート事業

観点 要素 指標 定義 測定方法 目標値

拠点開設数 何ヶ所の拠点（教室）を開設したか --- 24ヶ所

参加者数 何人の対象者が登録したか 参加者リストへの記録 300人

リファー件数 何人の対象者が関係機関からのリファーにより参加したか 参加者リストへの記録 30人

開催回数 延べ何回（日）の活動を行なったか 記録表による集計 2188回

つながり率
登録家庭の内、教室参加もしくは訪問支援、保護者支援等でつながりを維持
できている家庭の割合はどの程度か

記録表による集計 100%

延参加者数 延べ何人の登録者が参加したか 記録表による集計 7000人

休止率 どの程度の参加者が途中で休止したか 参加者リストへの記録 25%

途中退会率 どの程度の参加者が途中で退会したか 参加者リストへの記録 2.5%

参加ボランティア数 何人のボランティアが参加したか ボランティアリストによる集計 300人

研修会開催回数 ボランティア・スタッフ向けのフォローアップ研修会を何回開催したか 記録表による集計 4回

プログラム開催回数 体験プログラムをいくつ開催したか 記録表による集計 6プログラム

プログラム参加人数 何人の子どもがプログラムに参加したか 記録表による集計 100人

保護者の面談件数 保護者に対して、何件の面談を行なったか 記録表による集計 800件

他機関との連携件数 関係機関と延何件の連携を行なったか 記録表による集計 178件

高校進学率 どの程度の割合が高校に進学したか
高校進学者数/参加者数（中学3
年生のみ）

100%

基礎学力 参加者の基礎学力がどの程度高まったか
参加時の学力診断テストの結果/
期末時点の学力診断テストの結

英語：10点
数学：10点

学習意欲 参加したことで、学習、自己成長に対する意欲が高まったか 70%

努力意欲 参加したことで、努力したら報われるという意識が高まったか 70%

社会規範 参加したことで、ルールやマナーを守る意識が高まったか 70%

コミュニケーション力 参加したことで、多様な人とコミュニケーションする自信が高まったか 70%

福祉依存 自立への意欲 参加したことで、経済的な自立をしようという意識が高まったか 70%

文化資本 進学への意欲 参加したことで、高校に進学しようという意識が生まれたか 70%

精神状態の改善 参加したことで、学校や生活の悩みが軽くなったか 70%

生活習慣の改善 参加したことで、規則正しい生活ができるようになったか 70%

社会への信頼 他者への信頼 参加したことで、人や社会への信頼感が高まったか 70%

ロールモデル ロールモデル スタッフやボランティアなどに、目標やあこがれとなる人が見つかったか 70%

関係性 参加したことで、親子の関係性が良くなったか
参加者アンケート・保護者アン
ケート

参加者：70%
保護者：70%

将来の話し合い 参加したことで、将来について話し合う機会が増えたか 70%

保護者のストレス 子育てのストレス 参加したことで、子育ての負担感が減ったか 70%

存在の受容 あるがままに受容されたと感じているか 参加者アンケート 90%

活動への満足度 参加してよかったと感じているか
参加者：90%
保護者：90%

サポートへの満足度 スタッフ・ボランティアは適切なかかわり方や信頼関係の構築ができたか
参加者：90%
保護者：90%

事業目標

参加者アンケート
（肯定回答割合）

参加者アンケート・保護者アン
ケート

自尊心・意欲

ソーシャルスキル

健康状態・
生活リズム

保護者との関係

満足度

保護者アンケート

アウトプット

アウトカム

学力・学歴

教室運営
（量的側面）

教室運営
（質的側面）

ボランティア

体験プログラム

保護者支援
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●　仙台市中途退学未然防止等事業　事業目標

観点 要素 指標 定義 測定方法 目標値

拠点開設数 何ヶ所の拠点（教室）を開設したか --- 3ヶ所

参加者数（拠点） 何人の対象者が参加したか 参加者リストへの記録 120人

参加者数（訪問支援） 何人の対象者が参加したか 参加者リストへの記録 12人

サポート参加延人数 延べ何人がサポートに参加したか 記録表による集計 2600人

途中退会率 どの程度の参加者が途中で退会したか 参加者リストへの記録 2.5%

参加ボランティア数 何人のボランティアが参加したか ボランティアリストによる集計 40人

ボランティア参加時間 延べ何時間のボランティアが参加したか 記録表による集計 1,300時間

研修会開催回数 ボランティア・スタッフ向けのフォローアップ研修会を何回開催したか 記録表による集計 4回

プログラム開催回数 体験プログラムをいくつ開催したか 記録表による集計 6プログラム

プログラム参加人数 何人の子どもがプログラムに参加したか 記録表による集計 60人

保護者の面談件数 保護者に対して、何件の面談を行なったか 記録表による集計 276件

他機関との連携件数 関係機関と延何件の連携を行なったか 記録表による集計 61件

高校中退率 どの程度の割合が高校を中退したか　※学習生活サポート事業卒業生のみ 中退者数/登録者数（高校年代） 3%

高校中退者の社会接続率
中退した高校生の何割が教育機関、就労支援機関、福祉施設等の社会資源
につながったか　※当事業への参加を含む

社会資源へのつなぎ数/中退者数 100%

アウトプット

アウトカム 学力・学歴

教室運営
（量的側面）

教室運営
（質的側面）

ボランティア

体験プログラム

保護者支援
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事業名：宮城県学習・生活支援事業

観点 要素 指標 定義 測定方法 目標値

拠点開設数 何ヶ所の拠点（教室）を開設したか --- 15ヶ所

参加者数（拠点） 何人の対象者が参加したか 参加者リストへの記録 240人

リファー件数 何人の対象者が関係機関からのリファーにより参加したか 参加者リストへの記録 20人

参加者数（訪問支援） 何人の対象者が参加したか 参加者リストへの記録 10人

開催回数 延べ何回（日）の活動を行なったか 記録表による集計 400回

つながり率
登録家庭の内、教室参加もしくは訪問支援、保護者支援等でつながりを維持
できている家庭の割合はどの程度か

記録表による集計 100%

延参加者数 延べ何人の登録者が参加したか 記録表による集計 2400人

休止率 どの程度の参加者が途中で休止したか 参加者リストへの記録 25%

途中退会率 どの程度の参加者が途中で退会したか 参加者リストへの記録 2.5%

参加ボランティア数 何人のボランティアが参加したか ボランティアリストによる集計 33人

ボランティア参加時間 延べ何時間のボランティアが参加したか 記録表による集計 1,300時間

研修会開催回数 ボランティア・スタッフ向けのフォローアップ研修会を何回開催したか 記録表による集計 4回

プログラム開催回数 体験プログラムをいくつ開催したか 記録表による集計 6プログラム

プログラム参加人数 何人の子どもがプログラムに参加したか 記録表による集計 90人

保護者の面談件数 保護者に対して、何件の面談を行なったか 記録表による集計 455件

他機関との連携件数 関係機関と延何件の連携を行なったか 記録表による集計 101件

高校進学率 どの程度の割合が高校に進学したか
高校進学者数/参加者数（中学3
年生のみ）

100%

高校中退率 どの程度の割合が高校を中退したか 中退者数/登録者数（高校年代） 3%

高校中退者の社会接続率
中退した高校生の何割が教育機関、就労支援機関、福祉施設等の社会資源
につながったか

社会資源へのつなぎ数/中退者数 100%

基礎学力 参加者の基礎学力がどの程度高まったか
参加時の学力診断テストの結果/
期末時点の学力診断テストの結

英語：10点
数学：10点

学習意欲 参加したことで、学習、自己成長に対する意欲が高まったか 70%

努力意欲 参加したことで、努力したら報われるという意識が高まったか 70%

社会規範 参加したことで、ルールやマナーを守る意識が高まったか 70%

コミュニケーション力 参加したことで、多様な人とコミュニケーションする自信が高まったか 70%

福祉依存 自立への意欲 参加したことで、経済的な自立をしようという意識が高まったか 70%

文化資本 進学への意欲 参加したことで、高校に進学しようという意識が生まれたか 70%

精神状態の改善 参加したことで、学校や生活の悩みが軽くなったか 70%

生活習慣の改善 参加したことで、規則正しい生活ができるようになったか 70%

社会への信頼 他者への信頼 参加したことで、人や社会への信頼感が高まったか 70%

ロールモデル ロールモデル スタッフやボランティアなどに、目標やあこがれとなる人が見つかったか 70%

参加者アンケート 70%

保護者アンケート 70%

将来の話し合い 参加したことで、将来について話し合う機会が増えたか 70%

保護者のストレス 子育てのストレス 参加したことで、子育ての負担感が減ったか 70%

存在の受容 あるがままに受容されたと感じているか 参加者アンケート 90%

参加者アンケート 90%

保護者アンケート 90%

参加者アンケート 90%

保護者アンケート 90%

事業目標

自尊心・意欲

参加者アンケート
（肯定回答割合）

保護者アンケート

アウトプット

アウトカム

学力・学歴

教室運営
（量的側面）

ボランティア

体験プログラム

保護者支援

満足度
活動への満足度 参加してよかったと感じているか

サポートへの満足度 スタッフ・ボランティアは適切なかかわり方や信頼関係の構築ができたか

ソーシャルスキル

健康状態・
生活リズム

保護者との関係
関係性 参加したことで、親子の関係性が良くなったか
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事業名：岩沼市学習・生活支援事業

観点 要素 指標 定義 測定方法 目標値

拠点開設数 何ヶ所の拠点（教室）を開設したか --- 1ヶ所

参加者数（拠点） 何人の対象者が参加したか 参加者リストへの記録 50人

リファー件数 何人の対象者が関係機関からのリファーにより参加したか 参加者リストへの記録 5人

参加者数（訪問支援） 何人の対象者が参加したか 参加者リストへの記録 2人

開催回数 延べ何回（日）の活動を行なったか 記録表による集計 200回

つながり率
登録家庭の内、教室参加もしくは訪問支援、保護者支援等でつながりを維持
できている家庭の割合はどの程度か

記録表による集計 100%

延参加者数 延べ何人の登録者が参加したか 記録表による集計 840人

休止率 どの程度の参加者が途中で休止したか 参加者リストへの記録 25%

途中退会率 どの程度の参加者が途中で退会したか 参加者リストへの記録 2.5%

参加ボランティア数 何人のボランティアが参加したか ボランティアリストによる集計 12人

ボランティア参加時間 延べ何時間のボランティアが参加したか 記録表による集計 400時間

研修会開催回数 ボランティア・スタッフ向けのフォローアップ研修会を何回開催したか 記録表による集計 4回

プログラム開催回数 体験プログラムをいくつ開催したか 記録表による集計 6プログラム

プログラム参加人数 何人の子どもがプログラムに参加したか 記録表による集計 25人

保護者の面談件数 保護者に対して、何件の面談を行なったか 記録表による集計 115件

他機関との連携件数 関係機関と延何件の連携を行なったか 記録表による集計 26件

高校進学率 どの程度の割合が高校に進学したか
高校進学者数/参加者数（中学3
年生のみ）

100%

高校中退率 どの程度の割合が高校を中退したか 中退者数/登録者数（高校年代） 3%

高校中退者の社会接続率
中退した高校生の何割が教育機関、就労支援機関、福祉施設等の社会資源
につながったか

社会資源へのつなぎ数/中退者数 100%

基礎学力 参加者の基礎学力がどの程度高まったか
参加時の学力診断テストの結果/
期末時点の学力診断テストの結

英語：10点
数学：10点

学習意欲 参加したことで、学習、自己成長に対する意欲が高まったか 70%

努力意欲 参加したことで、努力したら報われるという意識が高まったか 70%

社会規範 参加したことで、ルールやマナーを守る意識が高まったか 70%

コミュニケーション力 参加したことで、多様な人とコミュニケーションする自信が高まったか 70%

福祉依存 自立への意欲 参加したことで、経済的な自立をしようという意識が高まったか 70%

文化資本 進学への意欲 参加したことで、高校に進学しようという意識が生まれたか 70%

精神状態の改善 参加したことで、学校や生活の悩みが軽くなったか 70%

生活習慣の改善 参加したことで、規則正しい生活ができるようになったか 70%

社会への信頼 他者への信頼 参加したことで、人や社会への信頼感が高まったか 70%

ロールモデル ロールモデル スタッフやボランティアなどに、目標やあこがれとなる人が見つかったか 70%

参加者アンケート 70%

保護者アンケート 70%

将来の話し合い 参加したことで、将来について話し合う機会が増えたか 70%

保護者のストレス 子育てのストレス 参加したことで、子育ての負担感が減ったか 70%

存在の受容 あるがままに受容されたと感じているか 参加者アンケート 90%

参加者アンケート 90%

保護者アンケート 90%

参加者アンケート 90%

保護者アンケート 90%

事業目標

自尊心・意欲

参加者アンケート
（肯定回答割合）

保護者アンケート

アウトプット

アウトカム

学力・学歴

教室運営
（量的側面）

ボランティア

体験プログラム

保護者支援

満足度
活動への満足度 参加してよかったと感じているか

サポートへの満足度 スタッフ・ボランティアは適切なかかわり方や信頼関係の構築ができたか

ソーシャルスキル

健康状態・
生活リズム

保護者との関係
関係性 参加したことで、親子の関係性が良くなったか
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事業名：白石市学習・生活支援事業

観点 要素 指標 定義 測定方法 目標値

拠点開設数 何ヶ所の拠点（教室）を開設したか --- 1ヶ所

参加者数（拠点） 何人の対象者が参加したか 参加者リストへの記録 20人

リファー件数 何人の対象者が関係機関からのリファーにより参加したか 参加者リストへの記録 2人

参加者数（訪問支援） 何人の対象者が参加したか 参加者リストへの記録 4人

開催回数 延べ何回（日）の活動を行なったか 記録表による集計 100回

つながり率
登録家庭の内、教室参加もしくは訪問支援、保護者支援等でつながりを維持
できている家庭の割合はどの程度か

記録表による集計 100%

延参加者数 延べ何人の登録者が参加したか 記録表による集計 500人

休止率 どの程度の参加者が途中で休止したか 参加者リストへの記録 25%

途中退会率 どの程度の参加者が途中で退会したか 参加者リストへの記録 2.5%

参加ボランティア数 何人のボランティアが参加したか ボランティアリストによる集計 6人

ボランティア参加時間 延べ何時間のボランティアが参加したか 記録表による集計 200時間

研修会開催回数 ボランティア・スタッフ向けのフォローアップ研修会を何回開催したか 記録表による集計 4回

プログラム開催回数 体験プログラムをいくつ開催したか 記録表による集計 6プログラム

プログラム参加人数 何人の子どもがプログラムに参加したか 記録表による集計 10人

保護者の面談件数 保護者に対して、何件の面談を行なったか 記録表による集計 46件

他機関との連携件数 関係機関と延何件の連携を行なったか 記録表による集計 10件

高校進学率 どの程度の割合が高校に進学したか
高校進学者数/参加者数（中学3
年生のみ）

100%

高校中退率 どの程度の割合が高校を中退したか 中退者数/登録者数（高校年代） 3%

高校中退者の社会接続率
中退した高校生の何割が教育機関、就労支援機関、福祉施設等の社会資源
につながったか

社会資源へのつなぎ数/中退者数 100%

基礎学力 参加者の基礎学力がどの程度高まったか
参加時の学力診断テストの結果/
期末時点の学力診断テストの結

英語：10点
数学：10点

学習意欲 参加したことで、学習、自己成長に対する意欲が高まったか 70%

努力意欲 参加したことで、努力したら報われるという意識が高まったか 70%

社会規範 参加したことで、ルールやマナーを守る意識が高まったか 70%

コミュニケーション力 参加したことで、多様な人とコミュニケーションする自信が高まったか 70%

福祉依存 自立への意欲 参加したことで、経済的な自立をしようという意識が高まったか 70%

文化資本 進学への意欲 参加したことで、高校に進学しようという意識が生まれたか 70%

精神状態の改善 参加したことで、学校や生活の悩みが軽くなったか 70%

生活習慣の改善 参加したことで、規則正しい生活ができるようになったか 70%

社会への信頼 他者への信頼 参加したことで、人や社会への信頼感が高まったか 70%

ロールモデル ロールモデル スタッフやボランティアなどに、目標やあこがれとなる人が見つかったか 70%

参加者アンケート 70%

保護者アンケート 70%

将来の話し合い 参加したことで、将来について話し合う機会が増えたか 70%

保護者のストレス 子育てのストレス 参加したことで、子育ての負担感が減ったか 70%

存在の受容 あるがままに受容されたと感じているか 参加者アンケート 90%

参加者アンケート 90%

保護者アンケート 90%

参加者アンケート 90%

保護者アンケート 90%

事業目標

アウトプット

アウトカム

学力・学歴

教室運営
（量的側面）

ボランティア

体験プログラム

保護者支援

参加者アンケート
（肯定回答割合）

ソーシャルスキル

健康状態・
生活リズム

保護者との関係
関係性 参加したことで、親子の関係性が良くなったか

保護者アンケート

満足度
活動への満足度 参加してよかったと感じているか

サポートへの満足度 スタッフ・ボランティアは適切なかかわり方や信頼関係の構築ができたか

自尊心・意欲
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事業名：仙台市支援対象児童等見守り強化事業（太白区、青葉区・泉区）

観点 要素 指標 定義 測定方法 目標値

利用者実数 当事業を利用した世帯数、児童数 記録表による集計 ---

延訪問支援数 当事業により訪問を行った延件数 記録表による集計 500件

発見
養育上の課題を抱えていながら、周囲から気づかれていない家庭の発見効
果がどの程度あったか

事例記述、該当事例のカウント ---

情報収集
関係機関が把握していない生活状況等の情報を把握する効果がどの程度
あったか

事例記述、該当事例のカウント ---

安全確認 虐待や自殺企図等のリスクの高い世帯の見守り効果がどの程度あったか 事例記述、該当事例のカウント ---

つなぎ
様々な支援を必要としながらも、何らかの事情によってつながっていない家庭
に対する支援制度・機関へのつなぎの効果がどの程度あったか

事例記述、該当事例のカウント ---

ヤングケアラー ヤングケアラーに該当する子どもの発見や見守りの効果はどの程度あったか 事例記述、該当事例のカウント ---

経済的負担の軽減 家計のやりくりが楽になったか 保護者アンケート（肯定回答割合） 70%

精神的負担の軽減 子育ての悩みが軽くなったか 保護者アンケート（肯定回答割合） 70%

生活上の課題の改善 生活の問題が軽くなったか 保護者アンケート（肯定回答割合） 70%

必要な社会資源へのつなぎ 自分が必要とする支援制度や相談機関などにつながることができたか 保護者アンケート（肯定回答割合） 70%

支援員の対応 支援員はマナー・礼儀がきちんとしていたか 保護者アンケート（肯定回答割合） 90%

支援員の対応 支援員は保護者の悩みを受容していたか 保護者アンケート（肯定回答割合） 90%

継続希望 この事業を続ける場合継続して利用したいと思うか 保護者アンケート（肯定回答割合） 90%

事業目標

量的要素アウトプット

保護者の視点

満足度

アウトカム

自治体の視点
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事業名：涌谷町支援対象児童等見守り強化事業

観点 要素 指標 定義 測定方法 目標値

利用者実数 当事業を利用した世帯数、児童数 記録表による集計 15世帯

経済的負担の軽減 家計のやりくりが楽になったか 保護者アンケート（肯定回答割合） 70%

生活上の課題の改善 必要な情報を得ることができたか 保護者アンケート（肯定回答割合） 70%

食品の内容 食品は役立つ内容だったか 保護者アンケート（肯定回答割合） 70%

支援員の対応 支援員はマナー・礼儀がきちんとしていたか 保護者アンケート（肯定回答割合） 90%

支援員の対応 支援員は保護者の悩みを受容していたか 保護者アンケート（肯定回答割合） 90%

事業目標

量的要素アウトプット

支援員の対応

アウトカム

生活の支援
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事業名：ふれあい広場サテライト

観点 要素 指標 定義 測定方法 目標値

参加者数 何人の対象者が登録したか 参加者リストへの記録 140人

アウトリーチ件数 延べ何人に対してアウトリーチを行ったか 参加者リストへの記録 288人

開催回数 延べ何回（日）の活動を行なったか 記録表による集計 600日

1日当たり利用者数 1日当たり何人が利用したか 記録表による集計 10人

参加ボランティア数 何人のボランティアが参加したか ボランティアリストによる集計 30人

ボランティア参加時間 延べ何時間のボランティアが参加したか 記録表による集計 1,000時間

研修会開催回数 ボランティア・スタッフ向けのフォローアップ研修会を何回開催したか 記録表による集計 4回

体験プログラム プログラム開催回数 体験プログラムをいくつ開催したか 記録表による集計 18件

保護者支援 保護者の面談件数 保護者に対して、何件の面談を行なったか 記録表による集計 400件

生存保障 70%

70%

70%

発達保障 70%

70%

70%

社会参加 70%

70%

70%

存在の受容 あるがままに受容されたと感じているか 90%

活動への満足度 参加してよかったと感じているか

サポートへの満足度 スタッフ・ボランティアは適切なかかわり方や信頼関係の構築ができたか

満足度

事業目標

参加者アンケート
（肯定回答割合）

アウトプット

アウトカム

ボランティア

拠点運営

年度内に検討
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事業名：たがじょう子どもの心のケアハウス

観点 要素 指標 定義 測定方法 目標値

参加者数 何人の対象者が登録したか 参加者リストへの記録 20人

アウトリーチ件数 延べ何人に対してアウトリーチを行ったか 参加者リストへの記録 48人

開催回数 延べ何回（日）の活動を行なったか 記録表による集計 230日

1日当たり利用者数 1日当たり何人が利用したか 記録表による集計 8人

参加ボランティア数 何人のボランティアが参加したか ボランティアリストによる集計 10人

研修会開催回数 ボランティア・スタッフ向けのフォローアップ研修会を何回開催したか 記録表による集計 4回

体験プログラム プログラム開催回数 体験プログラムをいくつ開催したか 記録表による集計 18件

保護者支援 保護者の面談件数 保護者に対して、何件の面談を行なったか 記録表による集計 200件

生存保障 70%

70%

70%

発達保障 70%

70%

70%

社会参加 70%

70%

70%

存在の受容 あるがままに受容されたと感じているか 90%

活動への満足度 参加してよかったと感じているか

サポートへの満足度 スタッフ・ボランティアは適切なかかわり方や信頼関係の構築ができたか

満足度

事業目標

参加者アンケート
（肯定回答割合）

アウトプット

アウトカム

ボランティア

拠点運営

年度内に検討
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保育理念 

〇多様な関係性の中で、子どもを育む。 

〇子どもの最善の利益を尊重し、改善し続ける。 

〇子どもだけではなく、家庭も支える。 

保育方針 

〇一律的なかかわりではなく、発達過程に応じた個別対応をします。 

〇子どもの安全・快適な環境づくりに努めます。 

〇子どもをありのままに受容し、自尊心の醸成に努めます。 

〇様々な人とのかかわりの中で、子どもの社会性を育みます。 

〇様々な物事への興味、感受性、表現力を育みます。 
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保育理念 

〇多様な関係性の中で、子どもを育む。 

〇子どもの最善の利益を尊重し、改善し続ける。 

〇子どもだけではなく、家庭も支える。 

保育方針 

〇一律的なかかわりではなく、発達過程に応じた個別対応をします。 

〇子どもの安全・快適な環境づくりに努めます。 

〇子どもをありのままに受容し、自尊心の醸成に努めます。 

〇様々な人とのかかわりの中で、子どもの社会性を育みます。 

〇様々な物事への興味、感受性、表現力を育みます。 
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保育理念 

〇多様な関係性の中で、子どもを育む。 

〇子どもの最善の利益を尊重し、改善し続ける。 

〇子どもだけではなく、家庭も支える。 

保育方針 

〇一律的なかかわりではなく、発達過程に応じた個別対応をします。 

〇子どもの安全・快適な環境づくりに努めます。 

〇子どもをありのままに受容し、自尊心の醸成に努めます。 

〇様々な人とのかかわりの中で、子どもの社会性を育みます。 

〇様々な物事への興味、感受性、表現力を育みます。 



 

32 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

33 

 

 

 

 

 

 

 



 

34 

 

 

 

 


